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5広帯域化により期待されるユースケース

広帯域を使用する920MHz帯アクティブ系小電力無線システム（以下、「広帯域システム」

という。）の導入により、これまでのLPWAシステムでは取り扱うことの難しかった大容量の

センサーデータの伝送や、映像伝送、ロボット等の高機能端末のファームウェアの更新等の新た

なユースケースでの利用が期待される。

社会インフラの監視
農業・水産分野等の

スマート化
高機能端末の

ファームウェア更新

＜新たな利用が期待されるユースケース＞

・土砂崩れ現場等の監視
カメラ映像

・河川水位の映像・水位
データの伝送 等

・鳥獣害対策で設置した監視カメラ
映像、センサーデータの伝送

・定置網漁における現場映像の伝
送 等

・工場内における産業用ロボット、
警備用ロボット等の高機能端末
のファームウェアの更新

等









9同時送信台数の想定の見直し

・920MHz帯アクティブ系小電力無線システム（中出力型）の同時送信台数の想定について、新たに広帯域

システムが導入されることにより、ユースケースが拡大し、平成30年５月15日の情報通信審議会一部答申

（「小電力の無線システムの高度化に必要な技術的条件」のうち「920MHz帯小電力無線システムの高度

化に係る技術的条件」）（以下、「平成30年度答申」という。）の想定から増加することが見込まれる。

・平成30年度答申時の同時送信台数の考え方を踏襲し、再計算を行ったところ、平成30年度答申時の同時送

信台数の想定結果と大きな差異は認められなかった。

・以上より、他の無線システムとの確率干渉計算の結果は平成30年度答申時の結果を踏襲することとした。

今回（広帯域システムの追加に伴う見直し）

250mW 見直しの対象外

20mW 6.965台/km2 5台/半径500m

1mW 見直しの対象外

平成30年度当時

250mW 1.074台/km2 1台/半径500m

20mW 6.935台/km2 5台/半径500m

1mW 0.839台/km2 1台/半径500m

アクティブ系小電力無線システムの同時送信台数想定

平成30年度答申時の同時送信台数の考え方

広帯域システムの導入によって、同時送信台数は微増となることが想定されるが、平成30年度答申にて報告
されている他の無線システムとの確率干渉計算評価の結果には影響を及ぼさない。

・人口密度に比例して全てのアクティブ系小電力無線システムが利用されると仮定
・最も人口密度の高い東京都豊島区の人口密度からノード密度を算出
・利用用途毎に典型的なシステム構成を想定し、平均送信頻度を仮定
・平均送信頻度と１回当たりの送信時間から送信時間率を算出
・ノード密度及び送信時間率から単位面積当たりの同時送信台数の平均値及び標準偏差を算出し、正規分布に

おける99%値を導出



10他の無線システムとの共用について

＜携帯電話システム及びＭＣＡシステムとの共用＞

 広帯域システムの導入による920MHz帯小電力無線システム（中出力型）の同時送信台数への影響は軽微

であると考えられることから、携帯電話システム及びＭＣＡシステムとの共用については平成30年度答申

の結果を踏襲する。

＜アクティブ系小電力無線システム・パッシブ系小電力無線システムとの共用＞

 広帯域システムは、送信帯域内においてキャリアセンスを実施することにより、他のアクティブ系小電力

無線システム、パッシブ系小電力無線システムとの混信を回避する。

 従来のアクティブ系小電力無線システム（中出力型）と同じ送信時間、休止時間、送信時間率、キャリア

センス閾値等の基準を適用することにより、キャリアセンスにより送信機会を得る確率は従来のアクティ

ブ系小電力無線システム（中出力型）より低くなり、広帯域システムが支配的に帯域を占有することはな

いと判断される。








